
アンケートで見えてきたもの

◆保護者の限界が、既に多くの過程で表面化している

　・保護者の精神的逼迫感

◆レスパイト不足・就労困難・将来不安が生活を圧迫している

　・保護者の生活負担

　・保護者の就労・仕事への影響

◆支援が追い付かず「家庭が耐えられなくなる」リスクが現実味を帯びる

　・「使いたくても使えない」短期入所

　・自立・・・親の手を離れた生活の確立
医療的ケア児・者家庭の実態と必要な支援のあり方

保護者による全国アンケート調査（ 2025）

資料１



母 父10~24時間

ケアはしない

資料２

ケアはしない 10~24時間

3~5時間

0~2時間

3~9時間

0~2時間

医療的ケア児・者家庭の実態と必要な支援のあり方
保護者による全国アンケート調査（ 2025）



資料３

利用施設数

０箇所

１箇所

３箇所

４箇所以上

２箇所

医療的ケア児・者家庭の実態と必要な支援のあり方
保護者による全国アンケート調査（ 2025）



　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　明らかになった問題と必要な援助

問題①　「親が限界まで追い込まれる構造」が放置されている .

問題②　「働き方・収入・生活基盤」が崩れやすい

問題③　休息・回復を可能にする短期入所」がほぼ機能していない

問題④　「終わりのないケア」の中で将来像が描けない

資料４

医療的ケア児・者家庭の実態と必要な支援のあり方
保護者による全国アンケート調査（ 2025）


